
浜松市の取組事例 
 

 「全庁一丸となった省エネ推進」  
  ～平成27年度省エネ大賞 資源エネルギー庁長官賞受賞 より～ 

 環境部 環境政策課 

 平成30年10月１日 

 地方公共団体実行計画に関する説明会 



浜松市の概要 

★ 歩み 
  明治44年7月 市制施行 
  平成17年7月 12市町村合併 
  平成19年4月 政令指定都市移行 
  平成23年7月 市制施行100周年 

★ 人口 
  797,980人 （H27年国勢調査） 

    うち外国人22,745人（H29.11.1住基） 

★ 面積 
     1,558.06 ㎢  

順位 
国勢調査 

人口 
面積 製造品出荷額等 

卸売業、小売業 
年間商品販売額 

農業産出額 

1 横浜市 高山市 豊田市 大阪市 田原市 

2 大阪市 浜松市 横浜市 名古屋市 都城市 

3 名古屋市 日光市 倉敷市 福岡市 新潟市 

4 札幌市 留別村 川崎市 札幌市 浜松市 

5 神戸市 北見市 市原市 横浜市 鉾田市 

～ ～ ～ 

16位 浜松市 16位 浜松市 16位 浜松市 

※ 特別区を除く 
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★地勢 

  天竜川／浜名湖／遠州灘 

  ／北遠の森林／浜松駅周辺 
 

★産業 

  農業／林業／水産業／工業／商業 

国土縮図型政令指定都市 

みかん 

ガーベラ 

エシャレット 浜名湖うなぎ 

浜松餃子 

天竜茶 

輸送用機器産業 

音楽産業 

繊維産業 

FSC森林認証材 
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http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/nousei/portal/nousanbutsu/nousanbutsu.html#orange
http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/nousei/portal/nousanbutsu/nousanbutsu.html#eshareto
http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/nousei/portal/nousanbutsu/nousanbutsu.html#ga-bera


太陽光発電の推進 気象庁「全国気候表」の直近10年の平均では、  
 浜松市の日照時間は 年間2,300時間以上で日本一!! 

太陽光発電の導入状況 

・平成28年6月時点における市区町村別太陽光発電導入数において、浜松市は10kW以上の
設備導入件数が5,535件と全国1,741の市町村の中でトップ 

 

・平成28年2月時点における 全出力（10kW未満＋10kW以上）を合計した設備導入量は
289,596kWに達し、全国トップ 

10kW以上の導入件数ランキング 全出力の合計導入量ランキング 

  市町村 導入件数(件) 

1位 浜松市 5,535 
2位 岡山市 4,619 
3位 名古屋市 3,650 
4位 倉敷市 3,497 
5位 福山市 3,016 

  市町村 導入量（kW） 

1位 浜松市 289,596 
2位 大分市 241,022 
3位 北九州市 218,616 
4位 姫路市 171,883 
5位 岡山市 160,661 

※ 平成28年6月時点 3 



(区域施策編) (事務事業編) 

浜松市地球温暖化対策実行計画の策定状況 
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平成15年3月  
「浜松市地球温暖化防止実行計画」 
 （第1期計画 計画期間：Ｈ15～17） 

平成17年7月 浜松市 12市町村合併 ⇒ 平成19年4月 政令市移行 

※ ISO14001環境マネジメントシステムによる 

平成20年3月 
 「浜松市役所地球温暖化防止実行計画」 
 （第2期計画 計画期間：Ｈ20～23） 

平成21年3月 
「 浜松市地球温暖化対策地域推進計画」 
        （計画期間：Ｈ21～26） 

平成20年6月 「地球温暖化対策の推進に関する法律」改正 

「浜松市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」 
（第3期計画 計画期間：Ｈ24～26） 

平成24年3月 

平成24年3月 
「浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」 
           （計画期間：Ｈ24～32） 



(区域施策編) (事務事業編) 

浜松市地球温暖化対策実行計画の策定状況 

5 

平成27年3月  
 「浜松市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」 
 （第4期計画）策定（計画期間：Ｈ27～32） 

平成28年5月 「地球温暖化対策計画」閣議決定 
 

平成42（2030）年度の排出量▲26.0％（平成25（2013）年度比）【業務その他部門：▲39.3％】 

平成29年4月 
 浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 
    （計画期間：Ｈ29～42 3年毎に見直し） 

目標：平成32年度の排出量▲12％（平成25年度比） 
   施設の運営に伴うエネルギー使用量を前年度比で 
   1％以上削減 

目標：平成42年度の排出量▲26％（平成25年度比） 
    【民生・業務部門】は▲46％ 

平成30年度～ 改定作業 



省エネ大賞は、一般財団法人省エネルギーセンターが主催、経済産業省が後援し、
国内の企業・自治体・教育機関などの優れた 
省エネ推進の事例や省エネ性に優れた製品及び 
ビジネスモデルを表彰する制度です。 
平成27年度に153件の応募の中から、自治体 
では唯一、浜松市が受賞しました。 

平成27年度 省エネ大賞 
資源エネルギー庁長官賞 

（省エネ事例部門／節電分野） 

浜松市の省エネへの取組みが評価されました 
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【省エネ事例部門】 
【製品・ビジネスモデル部門】 

経済産業大臣賞 

資源エネルギー庁長官賞 

中小企業庁長官賞 

省エネルギーセンター会長賞 

審査委員会特別賞 

＜省エネ大賞＞ 



平成27年度省エネ大賞 発表大会 
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省エネ大賞 地区発表大会（中日本地区） 平成27年10月6日 

受賞事例発表会 平成28年1月27日 

P８～23 発表大会資料 から抜粋 ※一部内容修正あり 



浜松市の基本情報 

項   目 値 

面積 1,558.06k㎡ 

人口 （平成27年国勢調査） 797,980人 

市役所職員数（浜松市の財政のすがた）（※） 5,309人 

市有施設数（浜松市の資産のすがた） 1,228施設 

指定工場（市有施設） 5施設 

エネルギー使用量（原油換算、市有施設） 45,702kL 

温室効果ガス排出量（市有施設） 187,824トン 

平成29年度 

 平成17年度の12市町村合併により、日本で2番目の面積の市となった 
 

 東は天竜川、南は遠州灘、西は浜名湖、北は明石山系と、豊かな自然に囲
まれた地域で、面積の約3分の2が森林である 

 

 庁舎、文化施設、スポーツ施設、ごみ処理工場など、1,200超の市有施
設が市内に点在し、これらの施設から排出される温室効果ガスは 

  浜松市全体の排出量の約３％を占めている 

（ 省エネ大賞 発表資料より （一部修正あり）） 8 

※ 旧県費負担教職員を除く 



浜松市役所の省エネルギー目標 

＜浜松市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）＞ 

温室効果ガスの削減目標 

「平成25年度比で平成32年度までに12％以上削減」 

 浜松市役所が率先して温室効果ガスを排出抑制し、
市域からの排出抑制に寄与するため、具体的な取組
事項や推進体制を定めたもの 

【浜松市役所の温室効果ガス排出内訳】 

電気の

使用
38.0%

燃料の使用

（施設）
16.8%燃料の使用

（公用車）
1.3% 熱の使用

0.7%

プラスチック

ごみの焼却
35.3%

合成繊維

の焼却
7.9%

施設 

55.5％ 

 施設から排出されるエネルギー起源CO2は、
市役所全体の排出量の半分以上を占めてい
るため、最も重要な削減対象である 
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区 分 削減目標 平成25年度 
【基準排出量】 

平成32年度 
【目標排出量】 

温室効果ガス合計 12.0％削減 195,056トン 171,715トン 

  

二酸化炭素合計 12.1％削減 182,572トン 160,487トン 

  

施設の運営に伴うエネルギー使用 8.6％削減 101,419トン 92,660トン 
公用車の利用に伴う燃料使用 6.8％削減 2,352トン 2,192トン 
廃プラスチック・合成繊維の焼却 16.7％削減 78,802トン 65,635トン 

二酸化炭素以外 10.0％削減 12,483トン 11,228トン 

平成26年度 
二酸化炭素排出量 

（ 省エネ大賞 発表資料より （一部修正あり）） 



Check［点検・評価］
・エネルギー使用状況の把握・分析
・省エネパトロールによる取組状況確認
・省エネルギー改修の効果把握
・浜松市環境審議会（第3者機関）への報告

Plan［計画］
・エネルギー削減目標の設定
・省エネルギー改修計画の作成
・管理標準における管理基準値の設定

Action［見直し］
・温暖化対策管理委員会による見直し
・省エネパトロールによる改善提案
・浜松市環境審議会による意見・提言

Do［実施］
・省エネルギー活動の実践（ソフト対策）
・省エネルギー改修の実施（ハード対策）

エネルギー
起源CO2の

削減

環境マネジメントシステムの運用 

 エネルギー起源CO2の削減に特化した本市独自の環境マネジメントシステム
として、平成22年度から運用開始（平成21年度まではISO14001により運用） 

 PDCAサイクルにより、エネルギー使用量を継続的に低減するためのシステム 

＜浜松市役所温暖化対策マネジメントシステム＞ 

10 （省エネ大賞 発表資料より ） 



エネルギー管理体制 
 全ての部署（170課）及び主要施設（136施設）に温暖化対策推進員を設置 

 年に1回、市長及び幹部職員による温暖化対策管理委員会を開催。省エネ対策
の評価や今後の方針の見直しなどを行う 

 第三者機関（浜松市環境審議会）から本市の取組に対する意見・提言を受ける 

11 （省エネ大賞 発表資料より ） 



本マネジメントシステムの特徴 
 事務局が主体となって行う省エネ対策（トップダウン）と、温暖化対策推進員が

主体となって行う省エネ対策（ボトムアップ）を合わせて実施することで、事務
局任せ、施設任せではなく、全ての職員がかかわりながら全庁一丸でエネルギー
の低減を図っている 

 ハード・ソフトの両面から省エネ対策を進めることが可能な仕組みになっている 

 省エネ対策の情報が事務局に集約されるため、効果的な取組を他施設へ水平展開
するのが容易である 

事務局の役割 温暖化対策推進員の役割 

ソフト面 

 全体目標の設定 

 省エネ講習会の開催 

 エコ員だよりの発行 

 省エネパトロールの実施 

 管理標準の作成指導 

 事務改善優秀事例の表彰・公表 

 個別目標（施設単位）の設定 

 エネルギー使用状況の把握・分析 

 運用改善の実施と管理標準活用 

 運用改善事例の報告 
  （はままつGood Job運動） 

ハード面 
 一括的省エネ改修の実施 

 提案型省エネ改修の支援 

 老朽化設備の更新 

 省エネ改修の検討・提案 

連動 

トップダウン ボトムアップ 

（省エネ大賞 発表資料より ） 12 



施設管理シートの作成・運用【H22～】 

１　施設基礎情報

２　施設でのエネルギー使用量（前年度） ３　エネルギー使用原単位、中長期目標、単年度目標

17

28

※CO2換算・原油換算は、小数点以下第１位を四捨五入して表示されます。

４　温室効果ガス排出量等の削減目標の推移

※達成済み

※達成済み

※達成済み

※達成済み

５　省エネ計画内容及びエネルギー使用合理化期待効果

※　予算上の措置が確定していないものは実施見込に「未確定」と入力。また、実施時期は、一定の幅を持たせた表記で可。

６　前年度シートとの比較

７　その他エネルギー使用の合理化に関する事項

平成26年4月30日作成日000505課コード

H17

2,672 kWh

H28

電気

H27H26

年間削減額
（千円）見込値 (単位)

H24 H25

トン -25.0%

-26.0%

27.0 ％削減する。

温室効果ガス排出量を、平成17年度を基準に、

を、平成

一般
電気事業者 kWh

MJ 0

温室効果ガス排出量

0

原油換算
（KL）

L

L

2,004,660昼間買電

地域冷暖房

0

0

年度

年度25

0

23

平成

12

CO2換算

（トン）

0

0

施設管理シート

軽油

単位
前年度
使用量

都市ガス

m3 0

10,078

灯油

0

0

夜間買電

L 0

液化石油ガス(ＬＰＧ)

m3

Ａ重油

kWh

969,240

藤田　昌大作成者資産経営課所管課名

2,000 35

950

459 232 平成25年度までに総量で 24.0

削除された
計画

追加された
計画

対象設備

立体駐車場照明設備

エネルギー使用
合理化期待効果の算定根拠

投資

回収
（年）

57.1

実施見込

未確定

エネルギー使用合理化期待効果 初期投資額
（千円）

0

0

所在地

浜松市中区元城町１０３－２

0

H25年度
内

0

区分

516

(トン)

高効率照明器具（ＬＥＤ）に更新
(40w→22w、181台ｘ10hｘ250日）

全てのフロアー

対象設備

議会委員会室照明設
備

省エネ計画内容
【設備、システム、技術の導入等、設備投資を必

要とするハード面での措置】

高効率照明器具に更新（40ｗ80灯＋60ｗ16
灯→63ｗ16灯＋60ｗ8灯へ、8ｈｘ125日）

実施時期

8,400 ３２Ｗ×２１００灯×０．５時間×２５０日kWh

省エネ計画内容【ハード面での措置】 理由

H24年度に実施したため

対象設備・フロア等
エネルギー使用合理化期待効果省エネ計画内容

【運用管理の強化等のソフト面での措置】

昼休みの部分消灯（執務室蛍光灯）

区分 見込み値 (単位)

（単位）
生産数量又は建物延床面積

その他のエネルギーの使用量と
密接な関係をもつ値

前年度実績値

㎡述べ床面積 35,340

区分

27

-24.0%

-27.0%

翌年度

－

26

-31.9%

年度 温室効果ガス排出量 増減率

25 1,599.040 トン

トン

基準年度 17 2,104.000

0

7601,433

トン

前年度計

0kWh上記以外の買電 0

KL／㎡0.022
エネルギーの使用に係る

前年度の原単位

温室効果ガス排出量を、平成17年度を基準に、

中長期目標

単
年
度
目
標

25

26

年度を基準に、

平成26年度までに総量で

温室効果ガス排出量を、平成17年度を基準に、

平成27年度までに総量で 26.0 ％削減する。

平成

25.0 ％削減する。

年度までに 総量で

％削減する。

目
標 翌々年度 27 1,556.960 トン

最終年度 28 1,535.920 トン

1,578.000

1

今年度

施設ID

3

施設名称

本庁舎

昨年度 24 1,432.768

実
績

16市町村機関

契約容量

1,050 kW

省エネ診断年度細分類番号（４桁） 分類項目名

9 8 2

0.000

500.000

1,000.000

1,500.000

2,000.000

2,500.000

実績 目標

小数点以下第3位まで入力し
てください。

（123,456㎏⇒123.456トン）

８　エネルギーの使用量の状況（前年度・今年度）

９　今年度実施した省エネ計画内容

10　エネルギーの使用に係る原単位等、単年度目標の実績値

11　総合評価

原油換算

103.6%

0トン

101.9%

68.6%

0

昨年と比べると電気使用量が増えているが、昨年度は組織移転に伴う一時的な空きスペース分の照明及びＯＡ機器によるエネ
ルギーの削減が多かった為である。今年度と平成２３年度とを比較するとほぼ同等である。

前年度比 CO2換算

0

上半期計

使用量

原油換算

前年度比 CO2換算

0KL

0KL

0KL

0KL

269KL

昨年度と比べると電気使用量が増えているが、昨年度は組織移転に伴う一時的な空きスペース分の照明及びＯＡ機器
によるエネルギーの削減が多かった為である。今年度と平成２３年度とを比較すると▲０．５％の電気量が削減できてい
る。

生産数量又は建物延床面積
その他のエネルギーの使用量と

密接な関係をもつ値

述べ床面積

（目標値）

温室効果ガス排出量を、平成17年度を基準に、平成
25年度までに総量で24％削減する。

(D)

0.022

（原単位） （単年度目標）

102.5

電気 2,672 kWh

（今年度）

2,0000.09% 57.1

759.697 KL

1,468.616 トン 778.399 KL

平成24年度合計

平成25年度合計

議会委員会室照明設
備

対象設備
省エネ計画内容

【設備、システム、技術の導入等、設備投資を必要と

するハード面での措置】

1,432.768 トン

0 0トン

0トン 0KL0

245KL

上記以外の買電 kWh
24 0KL

25

64,260 96,960 103,980 92,760 75,240 1,021,500

100,980 90,600 71,940 969,240 459トン 232KL
105.4%
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174,420

157,320 2,043,360

夜間買電 kWh
24 49,440 74,880 94,260

158,580 170,520 184,920

152,220 149,280 174,240 192,300一般電気
事業者

昼間買電 kWh
24

25

158,700

25 53,220

25

6,913

地域 冷暖房 MJ
24

3,421 2,800 10,078

25 0 0 165 2,160 2,356 2,232
都市ガス m3

24 0 0 127

0

0
液化石油ガス(ＬＰＧ) m3

24

25

0 0

L
24 0 0

25

L
24 0

25

2月 3月

【定性評価】
上半期を振り返っての分析・評価
（下半期の見通し・方向性を含む）

10月 11月 12月 1月

下
半
期

単位 年度

灯油 L
24

25

Ａ重油

軽油

MJ

128KL

0KL

0トン

0トン

0トン

496トン

0トン

117KL231トン

0

単位
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L

L

年度

0

0 0 0 0
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0

0

00

0

535,080

灯油

軽油

Ａ重油
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25

24

25

24
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L

投資
回収年
（年）

施設全体から見た

ｴﾈﾙｷﾞｰ削減割合

（H24基準）

初期投資額
（千円）

年間削減額
（千円）

0KL0

0

484トン

液化石油ガス(ＬＰＧ)

0

183,840204,780 214,740

969トン 526KL

516KL950トン

35

○

（前年度）

0トン

0KL
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0KL
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0KL

都市ガス

地域 冷暖房

kWh

kWh

147,720 2,004,660

0

0 0

0KL

7月 8月 9月

0トン 0KL

1,105

24

25

24

25

24

25

0

0

年度

達成評価

エネルギーの

使用量

（原油換算kL）

778

(A)

単年度目標

（平成25年度）

【定性評価】
年度全体を振り返っての分析・評価
（来年度の見通し・方向性を含む）

エネルギーの使用に係る原単位

×

（実績値）

温室効果ガス排出量は1469トンとなり、30.2％削
減した。

(E) = (C) / (D)

35,340 ㎡ 0.022

(C) = (A) / (B)
（単位）

(B)

（対前年度比（％））

24

平成25年度　実績値

0KL

1KL

0KL

0

1,105

0

0トン

3トン

39,420 80,100
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一般電気
事業者

142,080 109,680

135,840 144,060
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147,540

36,660

0

2,625
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0

0 0

0

0KL
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213,540 260KL

0KL0 0トン

479トン

年度計

使用量

132,300110,640 487,140101,700

0

8KL

0KL

16トン

23トン 12KL

109.8%
254トン
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0トン
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0 0

160,740
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0

0

0

0

0

0

25
kWh

24

138,42025

24

25

35,400

4月 5月 6月

0

00

0 0

54,240

0

00 0

143,580

0 0 0

エネルギー使用合理化期待効果

区分 見込値 (単位)

高効率照明器具に更新（40ｗ80灯＋60ｗ16灯→
63ｗ16灯＋60ｗ8灯へ、8ｈｘ125日）

＜作成対象＞ 

 年間CO2排出量100トン以上の 主要施設（136施設） 

施設管理シートは年度当初と年度末に事務局へ
提出しており、エネルギー使用状況や省エネ改
修事業計画等の情報が事務局に集約される。 

＜施設管理シートの運用手順＞ 

① 単年度及び中長期のエネル
ギー削減目標を設定 

② エネルギー削減に向けた 
省エネ改修実施計画を作成 

③ 毎月1回、エネルギー種別 
の使用量を記録 

④ 年度内に実施した省エネ改
修事業を記載 

⑤ 年度末、年間エネルギー使
用実績を算出 

⑥ エネルギー削減目標の達成
状況を分析・評価 
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はままつピークカット作戦【H23～H24】 

 市役所、市民、事業者が一体となって全市的に節電に取り組む「みんなで節電！
市民会議」の一環として、本庁舎を中心に「はままつピークカット作戦」を実施 

 

 目標：夏季の午後1時～4時の電気使用量を平成22年度比で15％以上削減 
 

 本庁舎以外の施設では、利用形態に応じて節電目標、取組内容を決定 

【本庁舎のピーク時電気使用量】 

ピーク時
の取組み 

 昼休み時間の消灯（支障のない場所） 

 午後1時～午後4時、電気ポット使用
停止 

 午後1時～午後4時、パソコンの電源
をバッテリー駆動に自動切り替え  

 午後1時～午後4時、自販機の冷却機
能を停止 

ピーク時
を含めた
取組み 

 終日、 トイレの暖房便座ヒータの機
能停止  

 終日、廊下照明の間引き  
 緑のカーテンの設置 
 3階以内の移動時、エレベータ使用

禁止 

0

10000

20000

30000

40000

50000

60000

70000

7月 8月 9月

（kWh）

2010 2011 2012

H23：16.2％減 

H24：17.6％減 
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 取組みは、平成24年度以降も継続実施 



省エネ教育の実施【H23～】 

 温暖化対策推進員を始めとした職員の資質を向上し、施設の省エネ対策を
促進するため、エコ員だより（エコ通信）の発行・配付や省エネ講習会の
開催等を定期的に行っている 

年1～3回程度発行し、
温暖化対策推進員への
配付及び庁内掲示板へ
の掲載を行っている 

事業名 内容 
実施
年度 

参加者 

エコ員だより 
の発行・配付 

パソコンの節電やエコド
ライブなどの身近な取組
から、室内CO2濃度を基
にした換気量調整などの
専門的な取組まで、幅広
い省エネ情報を発信 

H23～ 全職員 

省エネ対策 
講習会 

温暖化対策推進員説明会
や新規採用職員研修にお
いて、運用改善を中心と
した省エネ対策について
講習を行う 

H23～ 
年間200人
程度 

設備の省エネ 
運転講習会 

熱源設備・熱搬送設備・
給湯設備等を実際に確認
しながら、設定値変更に
よる省エネ手法について
の講習を行う 

H25 
延べ460人
程度 
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省エネ改修の推進（１）【H24～】 

 予算上の制約から対応が遅れがちなハード面の対策を進める
ため、環境部門、財務部門及び公共建築部門で構成する庁内
横断的な組織「省エネルギー対策プロジェクトチーム」を立
ち上げた 

 

 プロジェクトチーム主導の事業として、費用対効果が高く
（投資回収10年以内）、複数施設で一体的に実施可能な省
エネ改修の手法について検討し、実施した 

事業内容 件数 実施効果 

さらば白熱電球！ 
LED電球一括導入事業 

【H24】 

全 て の 白 熱 電 球 を
LED電球等の高効率
型に更新 

283施設7,781球 

▲447,570kWh/年 

▲1,006万円/年 

投資回収年 2年 

ビル・エネルギーマネジ
メントシステム導入事業 

【H25～H26】 

電力の見える化及び
デマンド制御により
電力の最適化を図る 

21施設 

（今後も適時実施） 

▲649,886kWh/年 

▲1,903万円/年 

投資回収年 5年 

LEDベースライト一括導
入事業 

【H26～H28】 

蛍光灯をLEDベース
ライトに更新。誘導
灯をLED型に更新 

31施設5,953台 

（今後も適宜実施） 

▲1,625,401kWh/年 

▲28,257万円/年 

投資回収年 7年 

（ 省エネ大賞 発表資料より （一部追加修正あり）） 16 



省エネ改修の推進（２）【H24～】 

 一方で、施設（温暖化対策推進員）が主体となって、積極的に省エネ改修
事業を進めることが可能な仕組みを構築した 

事務局 

① 見積依頼 

施設 
(温暖化対策推進員) 

 事務局が省エネ改修事業に要する予算を一括で確保した上で、施設からの要望
を受けて優先順位をつけながら実施することとした 

 施設管理シートに掲載された省エネ改修事業計画は、優先的に実施している 

 省エネ改修事業の検討に当たっての参考とするため、省エネの専門家を派遣し
て提案を受ける「省エネ診断」を全ての主要施設で実施している 

工事業者 

 ③ 実施要望 
  （見積書送付） 

   ② 見積書提出 

④ 実施可否の判断・ 
  予算配分 

⑤ 工事発注 
 （見積合わせ等） 

   ⑥ 施工  ⑦ 施工完了報告・ 
  実績報告 

省エネ診断の実施 
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省エネ改修の推進（３）【H24～】 

年度 事業内容 件数 実施効果 

H24 

 計量ポンプのインバータ化 
 空調機のCO2濃度制御化 
 低負荷変圧器の統合 
 ボイラー配管・バルブの保温 等 

5施設 6件 
▲26kL/年 

▲147万円/年 
投資回収年 3年 

H25 

 空調機・給湯器の更新（サイズダウン） 
 冷温水ポンプのインバータ化 
 空調機のCO2濃度制御化 
 ボイラー配管・バルブの保温 等 

14施設14件 
▲95kL/年 

▲781万円/年 
投資回収年 5年 

H26 
 空調機のCO2濃度制御化 
 給湯用昇温ポンプのインバータ化 
 冷凍庫の省エネ制御化 等 

9施設 12件 
▲20kL/年 

▲189万円/年 
投資回収年 6年 

Ｈ27 
 空調機のインバータ化 
 換気ファンのインバータ化 等 

5施設 5件 
▲32kL/年 

▲310万円/年 
投資回収年 10年 

H28 
 空調機のインバータ化 
 ボイラー配管・バルブの保温 等 

7施設 8件 
▲17kL/年 

▲150万円/年 
投資回収年 9年 
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省エネパトロールの実施【H25～】 

 年間20～30施設を抽出し、事務局が施設を訪問し
て省エネ対策の指導を行う「省エネパトロール」を
実施している  

 空調機は冷温水温度や外気ダンパ・還気ダンパの開
度、蓄熱運転のスケジュールなどを、ボイラーは空
気比などを重点的にチェックし、省エネの観点から
適正でないと判断した場合には、パトロール結果報
告書にて改善方法と削減効果を示している 

＜改善例：空調機CO2濃度制御システムのプログラム改修＞ 

 実施可能な省エネ改修事業を発見し、削減効果を算出した結果、10年以内に投
資回収が可能と見込まれる場合には、すぐに改修を実施している 

① 空調機にCO2

濃度制御機能が付
いていたため、 
CO2濃度の記録を
確認したところ、
常時500ppm程
度で推移している
ことが判明した 

②  CO2濃度制御
の設定を確認した
ところ、OAダン
パは通常時が
40％開で、基準
値を超えたときに
全開に切り替わる
ことが判明した 

③ 外気導入量を抑
制することで都市
ガスの削減が見込
まれたため、プロ
グラムを改修した
（通常時はOAダ
ンパ全閉、制御時
は全開） 

④ 対策により都市
ガスを約4,200㎥
削減することがで
き、約52万円の
節減となった 
1年弱で投資回収
をすることが可能
である 
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計測箇所 基準値 4月 6月 8月 10月 12月 2月

1階ロビー
夏季28℃
冬季19℃

14℃ 23℃ 28℃ 21℃ 19℃ 19℃

2階事務室
夏季28℃
冬季19℃

15℃ 23℃ 27℃ 20℃ 19℃ 19℃

3階事務室
夏季28℃
冬季19℃

15℃ 23℃ 27℃ 21℃ 19℃ 19℃

1階ロビー 40～70％ 54% 67% 55% 51% 45% 51%

2階事務室 40～70％ 52% 65% 52% 50% 48% 52%

3階事務室 40～70％ 55% 64% 51% 51% 46% 52%

1階ロビー 300lx～500lx 380lx

2階事務室 500lx～750lx 635lx

3階事務室 500lx～750lx 687lx

年1回 ○

室内湿度

室内温度

区分

照
明
設
備

空
調
設
備

（
熱
源
な
し

）

照度

照明器具の汚れの点検

管理標準の整備・運用【H25～】 

 エネルギー管理指定工場以外の施設では、管理標準が未整備であったため、事務
局にて照明・エアコン・OA機器等の包括的管理標準を作成し、各施設に遵守す
るよう通知した 

 

 包括的管理標準に含まれない設備（熱源設備・熱搬送設備・給湯設備・受変電設
備等）については、事務局が現地指導を行うなど支援しながら、温暖化対策推進
員が主体となって施設ごとに作成を行った 

 

 現在、360施設で個別管理標準が作成済みとなっており、基準値に基づいた運用
を行っている。また、基準値の修正や管理項目の追加を適時実施している 

担当異動時の引き継ぎにも活用でき
るよう、写真やイラストを使用して
分かりやすくなるよう指導 

管理標準で定めた基準値内で運用
できているか、定期的に計測して
チェックを行う 
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その他の省エネ対策（１） 
＜新エネルギー設備の導入（H22～）＞ 

対象 規模（合計） 導入施設 

太陽光発電（自家消費） 531kW 50施設 

太陽熱利用 57㎡ 1施設 

廃棄物発電 400kW（増設） 1施設 

ペレット焚冷温水発生機 30,240kcal/h 1施設 

＜LED導入方針の設定（H25～）＞ 

対象 方 針 

施設 
新設時又は大規模改修に際しては、LED照
明の導入を基本とする 

道路照明 
市内の道路照明を平成27年度から（平成
31年度までに）全てLED照明に更新する 
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その他の省エネ対策（２） 

 21施設に設置したビル・エネルギーマネジメント
システムの見える化データを分析し、施設の特性に
応じた省エネ対策を実施 

 主にデマンドの低減に大きな効果が得られている 

＜見える化データの活用（H25～）＞ 

施設名 見える化データ 対策 効果 

鴨江 
分庁舎 

・夏季の8:30～9:00に常に一日
のピークが発生 
・チラーの電力ピークが8:20～
8:45に発生 

・個別空調の運転時間を8:10に
前倒しした 
・デマンド超過が予測されるとき
は、一時的に冷水温度を調整 

デマンド 
21kW減 
(約35万円減) 

浜松市 
福祉交流 
センター 

・イベントの内容によって、ホー
ル照明の電力使用に幅がある 
・イベント前日のリハーサル時に
電力ピークが発生する 

・イベント内容によって、デマン
ド監視を重点的に行う日を決めた 
・リハーサル時の照明の使用につ
いて、利用者と協議した 

デマンド 
60kW減 
(約100万円減) 

浜北 
学校給食 
センター 

・13:30～14:00に突出して電
力を使用している 
・夏休み明けの試験運転時に、デ
マンドが上昇した 

・作業時間が重なる食器洗浄と食
器乾燥の工程をずらした 
・試験運転時にも、通常時と同じ
工程となるよう注意した 

デマンド 
86kW減 
(約120万円減) 

22 （省エネ大賞 発表資料より ） 



省エネ対策による削減効果 
＜比較対象施設（※）のエネルギー使用量の推移＞ 

※主要136施設のうち、施設の休止など特殊要因により大幅な増減があった施設を除いた126施設 

平成26年4月1日か
ら一部施設を無休館
化したことにより、
開館時間が平均20％
増え、約190kLの増
加要因となっている 
 
省エネ対策の実質的
な効果は、 
約3,350kLの減と考
えられる 

【H22】 
・浜松市役
所温暖化対
策マネジメ
ントシステ
ムの運用開
始 

【H23】  
・はままつ
ピークカッ
ト作戦の実
施 
・省エネ教
育の開始 

【H24】  
・省エネ改
修推進事業
の開始 
・LED電球
一括導入事
業 

【H25】 
・BEMS導
入事業の開始 
・省エネパト
ロールの開始 
・管理標準の
整備 

【H26】 
・LED照明
一括導入事
業の開始 
・LED導入
方針の設定 
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【H27】 
・LED照明
一括導入事
業（継続） 
・省エネ改
修推進事業
（継続） 

【H28】 
・ LED照明
一括導入事
業（継続） 
・省エネ改
修推進事業
（継続） 

31,643 

30,027 

29,427 29,463 
28,986 

28,531 28,476 

（ 省エネ大賞 発表資料より （一部追加修正あり）） 



今後の取組みについて 
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＜LED照明の賃貸借（リース）方式による導入＞ 

 平成29年度に1施設 376台、平成30年度に5施設 約900台（予定）を
賃貸借方式によりLED照明へ更新 

  導入効果や検証等を行い、今後、他施設への展開を検討 

＜実行計画（事務事業編）の改定＞ 

 浜松市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）と整合した計画の作成 

＜省エネ改修の実施＞ 

 新たに作成する実行計画（事務事業編）に基づき、省エネ改修を実施 

＜再生可能エネルギーの積極的な利用＞ 
 太陽光発電などを設置し、再生可能エネルギーを自家消費として利用 

 （株）浜松新電力などから、再生可能エネルギー由来の電力を購入 

・LED照明への更新方針 

  交換前器具の一部（筐体、部品等）再利用及び、配線のバイパス工事はNG 

・市有施設の高効率照明（LED化）率 

  高効率照明：約31％（LED：約8％ 、Hf：約23％）平成29年度当初 

【参考】 



施設 

省エネ改修 予算の流れ 

財政部局 事務局 
（環境政策課） 

施設所管課 

要求（省エネ関係） 

配当 

通常の施設 

改修・修繕 等 

要求 
配当 

省エネに特化した 

設備の導入・改修 等 

 ・提案 

 ・要望 

・資料提供 

    など 

  ・調査 

  ・設計 

 ・工事 

 ・予算配分（※） 

・パトロール実施 

      など 

（※）事案により異なる 
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 〒432-8023 浜松市中区鴨江三丁目1-10 
 TEL:053-453-6154  FAX:053-450-7013 
 E-mail: kankyou@city.hamamatsu.shizuoka.jp 
 URL:http://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/  

浜松市 環境部 環境政策課 
温暖化対策グループ 

ご清聴ありがとう 
   ございました 

浜松市は COOL CHOICE に賛同し、 
      推進しているのじゃ 


